
講師ワークショップ講義テーマと概要グルー
プ目的実施日

㈱北海道博報堂 様

講義で具体的なDX事例等を学ぶこ
とで、DXの基礎を学ぶ。
グループで、ＤＸアイデアをアウト
プット。個人でのアイデア発表を考
えるヒントにする。

変わらなければならない現状北海道の未来
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2023年
8月2日(水）１

（一社）日本能率協会 様イノベーション戦略思考イノベーション2023年
8月23日(水)2

㈱日立製作所 様ＤＸとは？ＤＸ①2023年
9月13日(水)３

NTTコミュニケーションズ㈱ 様ＤＸを考えるＤＸ②2023年
10月31日(火)4

㈱北海道博報堂 様

最終発表に向けた検討を実施。
コラボレーションする相手と考える
など、フリーアドレスで行うことで、
発表に向けた取組みを行う。

アイデアの出し方発想力
個
人
で
ア
ウ
ト
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2023年
11月8日(水)5

アイデアの具現化発表に向けて①2023年
11月22日(水)6

データとデジタルの活用発表に向けて②2023年
12月6日(水）7

個人でアイデア発表し、発表内容について意見交換実施する。プレ発表
個
人
で
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ッ
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2024年
2月7日(水)8

上司の方に来場いただき、受講者が個人発表する。発表会最
終

2024年
3月6日(水)9

2２０２３ プログラム １



北海道の社会課題を解決するためＤＸとは何か？を考える

第１回
北海道の未来

第２回
イノベーション戦略思考

第３回
ＤＸ①

２０２３ プログラム内容①

【講演概要（案）】
・業界障壁が限りなく低いポストコロナ時代に
おける新たな戦略手法

・画一的な思考から脱却し、既存事業や既存リ
ソースのリストラクチャリングをどう行って
いくか

・複数のビジネス・モデルから戦略的思考を磨
く視点・発想を磨く

・アイコンシャス・バイアス

【ディスカッション（案）】
・上記に沿ったグループワークとディスカッ
ション

【講演概要（案）】
＜概要＞
社会課題解決・顧客課題解決とDXの活用につい
ての基本知識を理解し、各自・各社が取り組む
ためのヒント習得を目指します。
・社会課題と解決策を考える
・顧客課題と解決策を考える
・DXの定義を理解する
・DXとは何かを理解する
・DX事例からDX活用イメージをつかむ

【ディスカッション（案）】
グループで、社会課題の設定から解決策を議論
します。そして、DXの活用をイメージし、次回
の第4回DX②の検討に生かします。

リアル開催

２

【講演概要（案）】
プロジェクト全体像とゴール共有
＜概要＞
• 目指すべき人材像、学びのプロセス

＜北海道の課題と期待＞
• 課題先進地の北海道、期待とチャンス

＜アウトプットイメージ＞
• 最終発表のイメージ
• 先輩ゲストからのアドバイス

【ディスカッション（案）】
社会課題と自社リソースの捉え方
• ファシリテーション実践のコツ
• 自分事としての社会課題・自社リソース



アイデア創出をサポート

第４回
ＤＸ②

第５回
発想力

第６回
発表に向けて①

２０２３ プログラム内容② ３

【講演概要（案）】
ＤＸを支えるテクノロジーやシステムを学ぶ
• DXに直接関わらない方においても、今、世の
中でデジタルによりどのような変革が起きて
いるのか、今後どのように取り組んでいくべ
きなのか、基本知識を理解し、各自・各社が
取り組むためのヒント習得を目指す

• 国内外のDXを活用した事例紹介。事例から
DXの活用方法を理解し、各自・各社でのDX
活用イメージを膨らませる

【ディスカッション（案）】
• フードロス対策を例に、グループでテクノロ
ジーの活用を議論

• 自社でそこに何が寄与できるか

【講演概要（案）】
アイデアを考える方法を知る
＜ブランドの価値構造を知る＞
• 機能的価値、情緒的価値、社会的価値を理解
する

• WHYから考える

【ディスカッション（案）】
• 短い時間でアイデアを量産
• アイデアをコトバにする
• チームでブレスト

【講演概要（案）】
先行事例を知る、アイデアを磨く
＜世界のケーススタディ＞
自社のリソースをいかし、ブランドパーパスに
そったデジタル施策を考える

＜アイデア＞
 アイデアを具体化に磨く。

【ディスカッション（案）】
• 具体案をもとにチームでブレスト。
• コアアイデアをブラッシュアップする。

リアル開催



個人発表を上司に聴講いただく

第７回
発表に向けて②

第８回
プレ発表

第９回
発表会

２０２３ プログラム内容③ ４

【講演概要（案）】
解決アイデアにデータ利活用を加えて、DX化へ

• DXの定義をおさらい
• 理想のDXサイクルとは
• データ利活用の事例紹介
• DX化で重要なポイント

【ディスカッション（案）】
• データ取得の発想
• データで最適化させる仕組み

【プレ発表】

【発表内容についての意見交換】

【発表会】

【講評など】

リアル開催


